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Ⅰ 調査の概要 
 

１ 調査項目  
  児童虐待防止対策に関する県民アンケート 

 

２ 調査目的  
 平成２３年度に新潟県内児童相談所及び市町村で対応した児童虐待相談対応件数

はいずれも1,000件を超えており、過去最高の件数となった。 

 児童虐待は子どもの心身の発達と安全を脅かし、人格形成に重大な影響を与える

問題であるため、虐待の発生予防や早期発見への取組から、発生した児童虐待への

迅速かつ的確な対応まで、切れ目のない支援体制の整備と充実が重要となっている。 

 児童虐待の問題に対して、行政がどのような取組を行っていくことが必要なのか

を把握し、今後の県の施策に反映させるため、児童虐待についての認識や、現状の

児童虐待防止の取組等についての県民の認識を調査する。 

 

３ 調査期間  
  平成２４年８月２３日（木）～８月２４日（金） 

 

４ 調査実施委託機関  
  株式会社 マクロミル 

 

５ 調査方法  
  インターネット調査 

 

６ 調査対象者  
  新潟県に在住する20歳以上の男女 

 

７ 回答者数  
  312人 

 

８ アンケート調査回答者の構成  
 

  
実数 割合 

312 人 100.% 

性別 
男  性 156 人 50.0% 

女  性 156 人 50.0% 

年代別 

２０～３９歳 94 人 30.2% 

４０～５９歳 109 人 34.9% 

６０～７９歳 109 人 34.9% 
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Ⅱ 調査結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単一回答 回答数 ％

現在、子育て中 75 24.0

過去に子育ての経験がある（現在は子育てをしていない） 122 39.1

子育ての経験は一度もない 115 36.9

全体 312 100.0

問１： あなたは、子育て（家庭で自分の子どもまたは孫の面倒をみる）の経

験がありますか。（一つだけ選択） 

(n=312)

過去に子育て
の経験がある

（現在は子育て
をしていない）

39.1%

現在、
子育て中

24.0%

子育ての経
験は一度もな

い
36.9%

 ※本アンケート内では、子育ての対象を０歳から18歳未満とします。 
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24.0%

35.1%

33.9%

4.6%

17.9%

21.3%

29.1%

3.7%

30.1%

48.9%

38.9%

5.5%

39.1%

1.1%

29.4%

81.7%

34.6%

2.1%

23.6%

74.1%

43.6%

0.0%

35.2%

89.1%

36.9%

63.8%

36.7%

13.8%

47.4%

76.6%

47.3%

22.2%

26.3%

51.1%

25.9%

5.5%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（n=312）

２０～３９歳（n=94）

４０～５９歳（n=109）

６０～７９歳（n=109）

男性（n=156）

２０～３９歳（n=47）

４０～５９歳（n=55）

６０～７９歳（n=54）

女性（n=156）

２０～３９歳（n=47）

４０～５９歳（n=54）

６０～７９歳（n=55）

現在、子育て中 過去に子育ての経験がある

（現在は子育てをしていない）

子育ての経験は一度もない

●男女別、年齢別 
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複数回答 回答数 ％

食事を与えない、家に閉じ込めるなど（養育の怠慢・拒否＝ネグレクト） 297 95.2

なぐる、蹴るなど（身体的虐待） 296 94.9

性的行為の強要、性器や性交を見せるなど（性的虐待） 286 91.7

言葉による脅迫、無視、暴力行為を見せるなど（心理的虐待） 282 90.4

上記が児童虐待に当たるとは知らなかった 6 1.9

全体 312 100.0  

問２：  「児童虐待の防止等に関する法律」（以下、児童虐待防止法）では、

子ども（18歳未満）の保護者がその子どもを虐待することを「児童虐待」

といいます。 

 あなたは、次のようなことが、児童虐待に当たることを知っています

か。（当てはまるものすべて選択） 

(n=312)

95.2%

94.9%

91.7%

90.4%

1.9%

0% 25% 50% 75% 100%

食事を与えない、家に閉じ込めるなど
（養育の怠慢・拒否＝ネグレクト）

なぐる、蹴るなど（身体的虐待）

性的行為の強要、性器や性交を見せるなど
（性的虐待）

言葉による脅迫、無視、暴力行為を見せるなど
（心理的虐待）

上記が児童虐待に当たるとは知らなかった
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3.7%

2.1%

83.0%

90.4%

93.6%

93.6%

94.5%

92.7%

91.7%

91.7%

97.2%

98.2%

92.7%

95.4%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

食事を与えない、家に閉じ込めるなど
（養育の怠慢・拒否＝ネグレクト）

なぐる、蹴るなど（身体的虐待）

性的行為の強要、性器や性交を見せるなど
（性的虐待）

言葉による脅迫、無視、暴力行為を見せるなど
（心理的虐待）

上記４つが児童虐待に当たるとは知らなかった

２０～３９歳（n=94）

４０～５９歳（n=109）

６０～７９歳（n=109）

2.6%

1.3%

94.9%

93.6%

90.4%

90.4%

90.4%

92.9%

96.2%

95.5%

0% 25% 50% 75% 100%

食事を与えない、家に閉じ込めるなど
（養育の怠慢・拒否＝ネグレクト）

なぐる、蹴るなど（身体的虐待）

性的行為の強要、性器や性交を見せるなど
（性的虐待）

言葉による脅迫、無視、暴力行為を見せるなど
（心理的虐待）

上記４つが児童虐待に当たるとは知らなかった
男性（n=156）

女性（n=156）

●年齢別 

●男女別 
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単一回答 回答数 ％

知っている 178 57.1

知らない 134 42.9

全体 312 100.0

問３： あなたは、児童虐待相談の窓口として児童相談所の他に、市町村役場

が窓口になっていることを知っていますか。（一つだけ選択） 

(n=312)

知らない
42.9%

知っている
57.1%
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●男女別、年齢別 

57.1%

43.6%

61.5%

64.2%

60.3%

51.1%

67.3%

61.1%

53.8%

36.2%

55.6%

67.3%

42.9%

56.4%

38.5%

35.8%

39.7%

48.9%

32.7%

38.9%

46.2%

63.8%

44.4%

32.7%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（n=312）

２０～３９歳（n=94）

４０～５９歳（n=109）

６０～７９歳（n=109）

男性（n=156）

２０～３９歳（n=47）

４０～５９歳（n=55）

６０～７９歳（n=54）

女性（n=156）

２０～３９歳（n=47）

４０～５９歳（n=54）

６０～７９歳（n=55）

知っている 知らない
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単一回答 回答数 ％

知っている 192 61.5

知らない 120 38.5

全体 312 100.0

問４：  児童虐待防止法では、児童虐待が疑われる場合、市町村役場または

児童相談所に通告（相談）することが国民の義務とされています。(※

通告しない場合の罰則規定はありません。) 

 あなたは、このことを知っていますか。（一つだけ選択） 

(n=312)

知っている
61.5%

知らない
38.5%
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●男女別、年齢別 

61.5%

58.5%

67.0%

58.7%

53.2%

51.1%

56.4%

51.9%

69.9%

66.0%

77.8%

65.5%

38.5%

41.5%

33.0%

41.3%

46.8%

48.9%

43.6%

48.1%

30.1%

34.0%

22.2%

34.5%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（n=312）

２０～３９歳（n=94）

４０～５９歳（n=109）

６０～７９歳（n=109）

男性（n=156）

２０～３９歳（n=47）

４０～５９歳（n=55）

６０～７９歳（n=54）

女性（n=156）

２０～３９歳（n=47）

４０～５９歳（n=54）

６０～７９歳（n=55）

知っている 知らない



 12

 

 

 

 

 

 

 

単一回答 回答数 ％

する 198 63.5

しない 3 1.0

わからない 111 35.6

全体 312 100.0  

問５：  今後、あなたの身近で児童虐待を疑われる家庭があった場合、市町

村役場や児童相談所に通告(相談)をしますか。（一つだけ選択） 

する

63.5%

しない

1.0%

わからない

35.6%

(n=312)
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●男女別、年齢別 

63.5%

57.4%

56.0%

76.1%

60.3%

59.6%

52.7%

68.5%

66.7%

55.3%

59.3%

83.6%

1.0%

1.1%

1.8%

0.0%

1.3%

2.1%

1.8%

0.0%

0.6%

0.0%

1.9%

0.0%

35.6%

41.5%

42.2%

23.9%

38.5%

38.3%

45.5%

31.5%

32.7%

44.7%

38.9%

16.4%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（n=312）

２０～３９歳（n=94）

４０～５９歳（n=109）

６０～７９歳（n=109）

男性（n=156）

２０～３９歳（n=47）

４０～５９歳（n=55）

６０～７９歳（n=54）

女性（n=156）

２０～３９歳（n=47）

４０～５９歳（n=54）

６０～７９歳（n=55）

する しない わからない
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＜問５で「しない」または「わからない」と回答した人に質問します＞ 

 

 

 

 

 

 

複数回答 回答数 ％

児童虐待を疑ってよいのかどうかわからない 90 78.9

通告した後、そのことが周囲に知られてトラブルになることが心配 50 43.9

通告した後、どのように対応されるかわからない 31 27.2

面倒なことにかかわりたくない 25 21.9

通告先がわからない 11 9.6

その他 4 3.5

全体 114 100.0  

問６： 児童虐待について通告(相談)を「しない」あるいは「わからない」の

はどのような理由からですか。（当てはまるものすべて選択） 

(n=114)

78.9%

43.9%

27.2%

21.9%

9.6%

3.5%

0% 25% 50% 75% 100%

児童虐待を疑ってよいのかどうか
わからない

通告した後、そのことが周囲に知られて
トラブルになることが心配

通告した後、どのように対応されるか
わからない

面倒なことにかかわりたくない

通告先がわからない

その他

●その他● 

・本当に虐待しているか区別がしづらい 

・時間がない 

・その場になったら判断する 

・明らかに虐待のあとがあれば通報するが、確証

がなければその人に不快感を与えかねない 
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80.0%

57.5%

40.0%

79.2%

37.5%

76.9%

15.4%

34.6%

15.0%

2.5%

15.0%

4.2%

6.3%

20.8%

22.9%

3.8%

7.7%

34.6%

0% 25% 50% 75% 100%

児童虐待を疑ってよいのか
どうかわからない

通告した後、そのことが周囲に知られて
トラブルになることが心配

通告した後、どのように
対応されるかわからない

面倒なことにかかわりたくない

通告先がわからない

その他

２０～３９歳（n=40）

４０～５９歳（n=48）

６０～７９歳（n=26）

9.7%

1.6%

78.8%

51.9%

32.7%

9.6%

9.6%

5.8%

79.0%

37.1%

22.6%

32.3%

0% 25% 50% 75% 100%

児童虐待を疑ってよいのか
どうかわからない

通告した後、そのことが周囲に知られて
トラブルになることが心配

通告した後、どのように
対応されるかわからない

面倒なことにかかわりたくない

通告先がわからない

その他

男性（n=62）

女性（n=52）

●年齢別 

●男女別 
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単一回答 回答数 ％

知っている 26 8.3

オレンジリボンは知っているが「児童虐待防止」のシンボルマークであるこ

とは知らなかった
29 9.3

知らない 257 82.4

全体 312 100.0

問７： 「オレンジリボン
※

」が、児童虐待防止のシンボルマークであることを

知っていますか。（一つだけ選択） 

※オレンジリボン 

 2004年栃木県で起きた児童虐待事件をきっかけに、子ども達の太陽のよう

な明るい未来を願って作られたオレンジ色のリボン 

(n=312)

知らない
82.4%

オレンジリボン
は知っている
が「児童虐待

防止」のシンボ
ルマークであ
ることは知らな

かった
9.3%

知っている
8.3%
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●男女別、年齢別 

8.3%

13.8%

6.4%

5.5%

9.6%

17.0%

7.3%

5.6%

7.1%

10.6%

5.6%

5.5%

9.3%

5.3%

6.4%

15.6%

9.6%

6.4%

3.6%

18.5%

9.0%

4.3%

9.3%

12.7%

82.4%

80.9%

87.2%

78.9%

80.8%

76.6%

89.1%

75.9%

84.0%

85.1%

85.2%

81.8%

0% 25% 50% 75% 100%

全体（n=312）

２０～３９歳（n=94）

４０～５９歳（n=109）

６０～７９歳（n=109）

男性（n=156）

２０～３９歳（n=47）

４０～５９歳（n=55）

６０～７９歳（n=54）

女性（n=156）

２０～３９歳（n=47）

４０～５９歳（n=54）

６０～７９歳（n=55）

知っている オレンジリボンは知っているが

「児童虐待防止」のシンボルマーク

であることは知らなかった

知らない
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複数回答 回答数 ％

子育てに関する講演会・講習会 95 30.4

児童虐待防止に関する講演会・講習会 68 21.8

児童虐待防止に関する広報啓発 59 18.9

児童虐待に関する相談先（通告先）の周知 58 18.6

地域での子育て支援講座（ＮＰプログラム(※)） 57 18.3

保護者同士の交流会 40 12.8

オレンジリボンパネル展 14 4.5

その他の県や市町村の児童虐待防止の取組 1 0.3

県や市町村の児童虐待防止の取組について知らなかった 174 55.8

全体 312 100.0  

 

 

30.4%

21.8%

18.9%

18.6%

18.3%

12.8%

4.5%

0.3%

55.8%

0% 25% 50%

子育てに関する講演会・講習会

児童虐待防止に関する講演会・講習会

児童虐待防止に関する広報啓発

児童虐待に関する相談先（通告先）の周

知

地域での子育て支援講座

（ＮＰプログラム(※)）

保護者同士の交流会

オレンジリボンパネル展

その他の県や市町村の

児童虐待防止の取組

県や市町村の児童虐待防止の

取組について知らなかった

(n=312)

 

問８： 児童虐待の防止策として、県や市町村では、以下のような取組を行っ

ています。知っているものをすべて選んでください。 

   （当てはまるものすべて選択） 

※ＮＰ（Nobody’s Perfect）プログラムとは 

  子育て中の親を対象としたカナダ保健省が開発したプログラム。 
  10名前後のグループで週1回（保育つき）の講座を6～10回連続で行う。 
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●男女別 

28.2%

22.4%

22.4%

17.9%

15.4%

13.5%

6.4%

0.0%

58.3%

32.7%

21.2%

15.4%

19.2%

21.2%

12.2%

2.6%

0.6%

53.2%

0% 25% 50% 75%

子育てに関する

講演会・講習会

児童虐待防止に関する

講演会・講習会

児童虐待防止に関する

広報啓発

児童虐待に関する

相談先（通告先）の周知

地域での子育て支援講座

（ＮＰプログラム(※)）

保護者同士の交流会

オレンジリボンパネル展

その他の県や市町村の取組

県や市町村の取組について

知らなかった

男性（n=156）

女性（n=156）
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●年齢別 

25.5%

23.4%

18.1%

17.0%

19.1%

17.0%

6.4%

0.0%

59.6%

33.0%

20.2%

16.5%

15.6%

10.1%

8.3%

3.7%

0.0%

57.8%

32.1%

22.0%

22.0%

22.9%

25.7%

13.8%

3.7%

0.9%

50.5%

0% 25% 50% 75%

子育てに関する

講演会・講習会

児童虐待防止に関する

講演会・講習会

児童虐待防止に関する

広報啓発

児童虐待に関する

相談先（通告先）の周知

地域での子育て支援講座

（ＮＰプログラム(※)）

保護者同士の交流会

オレンジリボンパネル展

その他の県や市町村の取組

県や市町村の取組について

知らなかった

２０～３９歳（n=94）

４０～５９歳（n=109）

６０～７９歳（n=109）
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＜問８で県や市町村の取組について知っているものを回答した方＞ 

 

 

 

 

複数回答 回答数 ％

配布物（チラシ等）を見て 57 41.3

掲示物（ポスター等）を見て 56 40.6

新聞を見て 48 34.8

テレビを見て 41 29.7

ホームページを見て 19 13.8

知人等に誘われて 7 5.1

その他 7 5.1

全体 138 100.0

問９：  県や市町村の取組をどのように知りましたか。 

（当てはまるものすべて選択） 

(n=138)

41.3%

40.6%

34.8%

29.7%

13.8%

5.1%

5.1%

0% 25% 50%

配布物（チラシ等）を見て

掲示物（ポスター等）を見て

新聞を見て

テレビを見て

ホームページを見て

知人等に誘われて

その他

●その他● 

・仕事や職場で 

・児童虐待の啓発活動をしている 

・実際に地域の関係会議に参加している 
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6.2%

45.2%

32.9%

6.8%

1.5%

36.9%

53.8%

36.9%

26.2%

21.5%

32.9%

28.8%

4.1%

8.2%

0% 25% 50%

配布物（チラシ等）を見て

掲示物（ポスター等）を見て

新聞を見て

テレビを見て

ホームページを見て

知人等に誘われて

その他

男性（n=65）

女性（n=73）

●男女別 
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36.8%

37.0%

51.9%

38.9%

27.8%

2.6%

18.4%

10.5%

36.8%

31.6%

31.6%

2.2%

15.2%

26.1%

32.6%

52.2%

2.2%

3.7%

9.3%

33.3%

9.3%

0% 25% 50%

配布物（チラシ等）を見て

掲示物（ポスター等）を見て

新聞を見て

テレビを見て

ホームページを見て

知人等に誘われて

その他

２０～３９歳（n=38）

４０～５９歳（n=46）

６０～７９歳（n=54）

●年齢別 
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複数回答 回答数 ％

家庭内不和 177 56.7

保護者自身の病気、悩み、ストレスなど 167 53.5

保護者自身が虐待を受けた経験 149 47.8

相談相手や支援してくれる人がいない孤立状況 144 46.2

経済的な問題 89 28.5

保護者の育児知識不足 62 19.9

子どもの発育や発達に関する悩み 57 18.3

その他 12 3.8

わからない 13 4.2

全体 312 100.0

56.7%

53.5%

47.8%

46.2%

28.5%

19.9%

18.3%

3.8%

4.2%

0% 25% 50%

家庭内不和

保護者自身の病気、悩み、ストレスなど

保護者自身が虐待を受けた経験

相談相手や支援してくれる人が

いない孤立状況

経済的な問題

保護者の育児知識不足

子どもの発育や発達に関する悩み

その他

わからない

(n=312)

問10： 児童虐待が起こる背景として、次のような原因があると考えられてい

ます。あなたはどの原因が大きいと考えますか。（３つまで選択） 

●その他● 

・核家族化 

・無計画な結婚 

・保護者自身の未熟さ 

・保護者が若かったり、児童と血縁関係が

ない場合 

・保護者自身が親から愛情を受けていない

こと 

・子育てについての不確かな情報の氾濫 
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23.1%

3.8%

6.4%

55.8%

3.8%

32.1%

36.5%

41.7%

50.6%

57.7%

19.2%

25.0%

55.8%

1.9%

17.3%

16.7%

56.4%

53.8%

0% 25% 50% 75%

家庭内不和

保護者自身の病気、悩み、ストレスなど

保護者自身が虐待を受けた経験

相談相手や支援してくれる人がいない孤立状況

経済的な問題

保護者の育児知識不足

子どもの発育や発達に関する悩み

その他

わからない

男性（n=156）

女性（n=156）

●男女別 
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57.4%

58.7%

4.3%

4.3%

45.7%

55.3%

53.2%

19.1%

24.5%

16.0%

56.0%

5.5%

4.6%

17.4%

53.2%

55.0%

40.4%

30.3%

11.0%

2.8%

45.9%

42.2%

2.8%

21.1%

50.5%

30.3%

29.4%

0% 25% 50% 75%

家庭内不和

保護者自身の病気、悩み、ストレスなど

保護者自身が虐待を受けた経験

相談相手や支援してくれる
人がいない孤立状況

経済的な問題

保護者の育児知識不足

子どもの発育や発達に関する悩み

その他

わからない

２０～３９歳（n=94）

４０～５９歳（n=109）

６０～７９歳（n=109）

●年齢別 
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複数回答 回答数 ％

子育てをしている人が困ったときの相談先の周知 220 70.5

第三者が児童虐待を発見した場合の相談先の周知 145 46.5

児童虐待防止に関する知識の普及・啓発 106 34.0

子育てに関する知識や助言が得られる講座や講習会の実施 86 27.6

保護者同士が集える機会・場の設定 84 26.9

親子で集える機会・場の設定 82 26.3

関係機関のネットワークの強化 68 21.8

その他 11 3.5

わからない 17 5.4

全体 312 100.0

70.5%

46.5%

34.0%

27.6%

26.9%

26.3%

21.8%

3.5%

5.4%

0% 25% 50% 75%

子育てをしている人が困ったときの

相談先の周知

第三者が児童虐待を発見した場合の

相談先の周知

児童虐待防止に関する知識の普及・啓発

子育てに関する知識や助言が得られる

講座や講習会の実施

保護者同士が集える機会・場の設定

親子で集える機会・場の設定

関係機関のネットワークの強化

その他

わからない

(n=312)

問11：  児童虐待を防止するために、次のような取組が考えられます。あな

たが効果的だと思う取組について、３つ以内で選んでください。 

●その他● 

・児童相談所の権限強化 

・社会全体からの目くばり 

・夫が妻に子育てを全て任せないような

世の中づくり 

・経済的に、子育て支援などで親をサポ

ートしていく体制を整える 

・無料開放の施設をたくさん作り、育児

をする人の孤独感やストレスを軽減す

る 

・母親支援 
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3.2%

3.8%

5.8%

20.5%

18.6%

68.6%

44.2%

39.1%

28.8%

28.8%

26.3%

28.8%

48.7%

32.1%

25.0%

5.1%

72.4%

25.0%

0% 25% 50% 75% 100%

子育てをしている人が困ったときの
相談先の周知

第三者が児童虐待を発見した場合の
相談先の周知

児童虐待防止に関する知識の普及・啓発

子育てに関する知識や助言が得られる
講座や講習会の実施

保護者同士が集える機会・場の設定

親子で集える機会・場の設定

関係機関のネットワークの強化

その他

わからない

男性（n=156）

女性（n=156）

●男女別 
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76.1%

45.7%

5.3%

7.4%

35.1%

69.1%

27.7%

24.5%

28.7%

17.0%

66.1%

4.6%

2.8%

24.8%

54.1%

33.9%

22.9%

28.4%

19.3%

0.9%

32.1%

33.0%

6.4%

22.9%

39.4%

23.9%

34.9%

0% 25% 50% 75% 100%

子育てをしている人が困ったときの
相談先の周知

第三者が児童虐待を発見した場合の
相談先の周知

児童虐待防止に関する知識の普及・啓発

子育てに関する知識や助言が得られる
講座や講習会の実施

保護者同士が集える機会・場の設定

親子で集える機会・場の設定

関係機関のネットワークの強化

その他

わからない

２０～３９歳（n=94）

４０～５９歳（n=109）

６０～７９歳（n=109）

●年齢別 
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「児童虐待防止」全般についての自由意見（抜粋、一部要約あり） 

 

 

 

 

 

＜ 男性 ２０～３９歳 ＞ 

 

●少子化問題があるため、児童虐待は早急に解決するべき問題だと思う。 

●児童虐待はテレビで報道されている数以上にあると思うが、その全体像はなかなか知られ

ていないと思う。見えない、知られていない虐待をどのように発見するか、また虐待を未然

に防ぐ手段はどのようなものが有効か、有識者を含め一般市民や実際に子育てをしている

人々の意見を広く募り、意見交流の場を設ける必要があると思う。 

●児童を養育する人員と設備の確保が必要。 

●虐待を繰り返す保護者は本人の了解なしに子どもと隔離したほうがよいのでは。 

●虐待する人に子どもを育てる資格はない。 

●ストレスを抱えにくい環境が必要だと思います。 

●地域で児童を育てるような仕組みができたら児童虐待も減るのではないかと思う。 

●親の教育の場と簡単に通報できるシステムと周知。 

●虐待するぐらいなら生まなければいいと思う。保護者自身のストレス、子どもが言う事を聞

かない、思うようにいかないといった理由が虐待の大きな理由のひとつと思っているが、思う

ようにいかないからといって子どもに当たったりするのはよくない。 

●地域全体で子育てをするという意識を持つことが大切だと思う。 

●悪質な虐待の場合は強制的に親権を停止できるようにする。 

●児童虐待が起きる家族は、すでに家庭問題を持っていることが多いらしい。生活保護をも

っとよくしたら、改善するかもしれない。 

●子ども自身が、「自分は虐待されている」と言える環境も必要だと思う。 

●子ども同士はすぐ仲良くできるので、親同士で仲間がつくれる状況が必要であり、そこに優

劣のないフラットな関係をつくることが重要。親同士のコミュニケーションが不足しているの

で、親同士でコミュニティをつくる。 

●発見することが難しいので、対処法に悩みます。 

●現代人がストレスを感じすぎている事が児童虐待にもつながる原因だと感じる。 

●自分優先の親が多いので子どもは後回し、すぐにイライラする親も多い。 

●親というよりもその人の人間性の問題でもある。きちんとした教育、環境がなければ根本的

な解決にならないと思う。 

●簡単に結婚・出産・離婚をする社会になったから起こっていると思う。 

●子どもが子どもをつくっている。大人になりきれない大人が多い。我慢することを知らない大

人が多すぎる。 

●まず、なぜ結婚し子どもをつくったのか？それが本当にパートナーを大切に思い、敬い、愛

した結果であれば児童虐待は起こらないと思う。 

●相談員に虐待に関してのみ逮捕権を与えてはどうか。 

●密室で起こり、親の社会的モラルに委ねられているので、防ぐのはなかなか難しいと思う。 

●予算や人員の不足などは耳にするが、虐待防止のために社会的に孤立する家庭へ介入

する覚悟は有るのか、あるいは上辺だけでお茶を濁すつもりなのか、立場をはっきりすべきだ

問12：  児童虐待は大きな社会問題となっています。児童虐待防止について、

ご意見やご提案がありましたら、ご自由にお書きください。 
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と思う。 

●刑罰を重くし、児童福祉施設等の国家予算を増やして人員の拡充を図るのが良いのでは

ないか。 

●子育てに関して相談する場所や機会が大変少ないために虐待が増えていると感じる。子

育ては親だけでは上手くいかないのが当然である。他人との交流が難しい社会だが、子育

て中の親のための交流の場を多くつくっていってほしいと思う。 

●児童虐待を行った親への罰。 

●国が貧しいから人が貧しい。 

●子どもが子どもを育てることがほとんどのような気がするので、ひとえに教育する他ないと思

う。 

●自分達の行為によって授かった子。親として育てる義務があります。欲しくてもできない人

もいる。そういう人に保護者となってもらいたいと思う。 

●児童相談所の権力をもっと大きくして、疑わしい時には今以上に強制的に児童を保護で

きるようになった方が良いと思う。 

●どこまでが虐待で、どこまでがしつけなのか、自分も迷うことがあります。仕事で精神的に疲

労しているときに、行き過ぎるかもしれない不安があります。もっと余裕のある職場環境も必

要なのではないか。 

●子どもが相談できるような場所があればいいと思う。 

 

＜ 男性 ４０～５９歳 ＞ 

 

●近所付き合いが必要だ。 

●子どもを民間の施設等に、一時保育をすることをもっと気軽にできると良い。 

●精神的に子どものような者が親になり子どもを育てているような気がしてならない。モンスタ

ーペアレントなども良い例である。 

●保護者がもっと気軽に相談できる集まりや、機関、方法（電話、ネット等）をできるだけ増や

す。それを周知していくことしか思いつかない。 

●学校も児童虐待防止にかかわっても良いと思う。 

●未然に防げるような仕組みの構築が必要だと思う。 

●中学生・高校生を対象に、子どもを育てることのすばらしさだけでなく、覚悟や責任感を持

たせるような教育を取り入れるべきだと思う。 

●自分の子どもの話でも友達が似たような待遇を受けたような話をしたら、匿名でも連絡でき

る方法を知っていると機関への通報が速くなるように思う。 

●地域で回している回覧板などを通じて周知をすれば、虐待している家庭に対しより近所の

人の目が向きやすいのではないか。 

●虐待の疑いがある場合、家庭内の調査について権限を強くするべきだと思う。 

●しつけと虐待の線引きが曖昧だ。過保護の問題もある。すべての親が適切な叱り方を身に

つけているわけではないし、人によってその適否範囲は異なる。 

●行政権の介入、行使を強く求める。行政の対応が後手に回り、悲惨な結果になったケー

スが多かった。怠慢な職員の懲戒処分の断行が必要だ。 

●気づいたらすぐ知らせることが必要だ。 

●最後まで責任とれないなら子どもはつくらない方がいいと思う。子どもは親のペットやアクセ

サリーではない。 

●児童虐待を認識しても通報先がわからない人が多いと思うので、周知していく必要があ
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る。 

●定義が分からない人が多いと思う。子どもが泣いているから児童虐待なのか？一歩踏み

込んだ国民への周知徹底をするべきだと感じる。 

●通報先を増やし、周知することが必要だ。 

●この件に限らず、児童相談所や保健所等行政の相談窓口はどこも形式上一応話は聞い

たと責任逃れのために設置してあるだけで、担当者はそれなりに親切かもしれないがどこか

他人事で、問題解決にならないのが大きな問題である。 

●不景気とリンクしていると考える。 

●ネットワークづくりが必要だ。 

●悩み、苦しみを気軽に相談できる体制づくりが必要だ。 

●近所付き合いを良くすることが必要だ。 

●無関心、関心を持たれたくないなど、地域社会との繋がりが希薄になっているのも一因とし

てあると思う。 

●通告制度の強化や、虐待を疑われる家庭への強制力を持った捜査を行う機関の設立が

必要だ。 

●具体的にどのように対応したらいいのか、またどこに相談したらよいのか啓発活動が必要だ

と思う。 

●家族内の問題はプライバシーの問題があって他人が関与することが難しい。虐待阻止に

対するネットワークの啓発に努め第三者でも子どもが虐待されていれば率先して助けるべし

との風潮を世論の喚起含め行政がもっと努力するべきだと思う。 

●罰則強化をはかり，罪の重さを認識させるべきである。 

●報告を受け対応する役所、機関に検挙権限を与えることが必要だ。 

●今の子どもが大人になり親になり虐待をしないよう子どもの頃から痛みを知る必要があると

思う。 

●早期に保護できるように、法改正することが必要だ。 

●関係機関がもっと積極的に関与するべき。 

●児童虐待を知った場合、もっと踏み込める権限が必要だと思う。 

●親子だけで孤立しないような、情報の共有化が図れる地域づくりが大切だ。 

●子どもは宝だ。大切に育ててほしいと思う。 

 

 

＜ 男性 ６０～７９歳 ＞ 

 

●隣近所や地域の支え、お互いの助け合う雰囲気や協力体制が必要だ。児童相談所の強

制捜査権や親権の剥奪権などの権限の強化が必要だ。 

●公的機関の担当員の消極的な対応に問題がある。 

●気軽に相談できる仲間、地域社会の相談所の充実が必要だ。 

●教育の原点に立ち返ることが必要だ。 

●教育についても、思いやりが足りない。 

●虐待を見たり聞いたりしたら、他人事と思わず、子どもの気持ちを考え、関係機関に報告

すべきだ。 

●親にしつけのためと言われるとなかなかその先には踏み込めない。 

●いじめの問題と並行して地域社会が今すぐに本気で取組むことが必要だ。 

●地域の連帯がないところから知らずに過ごしている場合が多いのではないか。 
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●お互いの悩み等が話せる場所をつくることが必要だ。 

●児童相談所が把握しているにもかかわらず個人情報の壁や権限不足により児童が殺され

ることが多い。児童虐待は犯罪であることを明確にし、警察が捜査するべきと思う。 

●親権を放棄させ、施設に収容すべきである。 

●社会全体で取り組む必要がある。特に、地域ネットワークの活性化が必要だ。 

●地域交流を含めた教育が肝要だ。 

●周りの人たちが積極的にかかわることが必要だ。 

●近所との付き合いが少ない家庭が陥りやすいように思います。子どものいる家庭にはより一

層優しく気をつけていきたい。 

●児童虐待を防止することで、一人でも多くの子どもを成人させてこの少子化の歯止めにし

たい。 

●相談先の周知徹底が必要だ。種々の集まりの開催等では、当事者が精神的に内にこもっ

たり排他的傾向に傾き始めたりしたら、もう無意味になる。ご近所の第三者の協力をもっと

得やすい環境づくりと、関係機関のより強固な権限の獲得をどうするかを考えるべきだ。 

●社会的、経済的にある程度安定している家庭環境が必要だ。 

●高齢者と子育て世代の交流の場をつくることが必要だ。 

●テレビやラジオでもっと児童虐待について周知をすることが必要だ。 

●核家族化が一因だと思う。親が精神的に未熟な場合でも、相談する相手が身近に見つ

からないため、悩んだ末に身勝手な行動をとってしまう。 

●社会での孤立が多くなって、地域の助けを受けられない状態が心配である。 

●通報があった場合迅速に警察権を使っても訪問調査すべき。 

●子どもが誤った行いをした場合、厳しく体罰を加えることが大切ではないか。最近の親はそ

ういう経験に乏しいがゆえに、痛みの度合いを知らなすぎて、過度に虐待している意識が低

いと思われる。 

●地域ぐるみの対応が不足している。 

●子どもは社会全体の宝であることを国民に周知させる活動。 

●日常のふれあいがある範囲での変化に気配りが必要だと思う。 

●子育て育児は、母子手帳が交付されたときから誕生までの間に、人の親になることの意味

や育児の重要さなど、社会的責任のあることを、社会教育の一環と位置づけ、参加しやす

い仕組みで勉強の機会をつくる必要があるのではないかと思う。次に、親が孤立しないため

の環境づくりや、地域のコミュニティがフォローする仕組みが必要だ。 

●町内会の意見交換が必要だ。 

●子育てで悩んでいる親を孤立させない取組が必要だ。 

●関係機関の毅然とした取組が必要だ。 

●貧困層を少なくするよう努める政治をしてほしい。 

●近所のコミュニケーションを大切にする自治会の取組が大切だと思う。自治会が主体とな

り各家庭の実態を把握することが大切だと考える。 

●生活苦、社会の閉塞感が原因だ。最低生活の保障が大切だ。 

●隣組制度の復活が大事だ。 

●隣人意識の向上が必要だ。 
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＜ 女性 ２０～３９歳 ＞ 

 

●軽い気持ちで出産をしようと思わないでほしい。本当に自分は子育てに向いているのかを

体験するべきだ。 

●親同士のコミュニティづくりの場が必要だと思う。 

●大人に虐待としつけの区別をはっきりさせる指導をする必要がある。 

●人間性を小さいうちからしっかり育てないといけないと思う。 

●周りの目が大切だ。 

●親だけが悪いのではなくて、親も虐待されているケースが多いから、親の心のケアが大事だ

と思う。 

●保護者が虐待だとわかってやっているケースもあるので、第三者が介入しても保護すべき

だ。保護に時間がかかるのは問題だと思う。 

●様々なケースがあるとは思うが、最近親の自己中心的な理由での虐待や死亡が目立っ

ているような気がする。親は親で子どもの死が自分のせいじゃないという振る舞いも多く憤り

を感じる。 

●保護者に気持ちの余裕がないことが虐待に繋がる恐れがあると私は考えるので、一人ある

いは子の親だけに負担をかけないようにする必要がある。祖父祖母にも協力するように社

会全体が意識づける。子育てサロンに有料施設はいらない。経済的な理由から利用でき

ない人もいる。 

●親自身のストレスや不安感を取り除くことがベスト。子ども相手だけだと、自分が一人ぼっち

な感じがする。あとは親になるためには妊娠中から意識を変えないとダメだと思う。 

●保育園や学校で子どもが相談できるようになればいいと思う。 

●虐待ではないが、私自身家庭内のことで悩んでいたときに市町村に相談したことがある

が、ありきたりの回答しか得られず、結局相談しても意味がないと感じたことがある。虐待を

している親自身も、虐待が悪いことだとわかっていても辞められなくて悩んでいるケースも多

いと思うが、そういうときに本当に親身に相談に乗ってくれて、解決の方向に導いてくれる機

関や人の存在の周知が必要だと感じている。その場しのぎの対策では結果的に虐待はなく

ならないと思う。 

●近隣住民からの通報がしづらい。いじめ問題でもそうだが、学校等の機関が一歩下がって

見守るのは間違っていると思う。 

●国の機関は結局、対応が遅い。プライバシーも大切だが、もっと入り込んでいける権利を持

った立場の人をつくるべきだ。 

●自分自身ストレスを溜めないように気を付けようと思う。 

●地域全体で子どもを育てることが必要だ。 

●もっといろんなところでアピールして防止に努めてほしい。 

●児童虐待が疑われていても、通報後のトラブルなどを考えると勇気を出して通報できるか

わからないが、少しでも虐待のようなものを見かけたら相談窓口に連絡できるようにするのが

理想的なのだと思う。 また、近所の方々と協力して虐待の可能性のある家の保護者や子

どもに声をかけたりして様子をみてあげて、孤立した空間をつくらないように近所で、地域ぐ

るみで声を掛け合うのが大切だと思う。 

●親の幼少期の環境にも関係があるので、一概に言えない。 

●地域のコミュニティへ積極的に参加してみるのもいいと思う。 

●児童相談所、市町村の担当職員の人数を増やす必要がある。 
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●いろいろな支援があることをもっと宣伝したほうがいい。 

●助け合いが必要だ。 

●家庭の在り方が変わってきているので虐待防止の在り方も柔軟に対応しなければいけな

い。 

●子育て中の家庭に、役所の人達が悩みなどないかと訪問する必要がある。 

●しつけと言ってしたことが虐待であることをわからないままいることがあると思う。難しいところ

だが、もっと意識を高めるように情報提供するべきだ。 

●児童虐待をなくすことは難しいと思うが、被害にあっている子どものケアはしっかりしてほし

い。 

●子どもを虐待してしまう大人に対して、子どもを施設へ預ける積極的な勧めを行うべきだ。

公衆電話から相談所に無料でつながる対策をするべきだ。虐待を受ける子どもの多くはお

金を持っていないので、すぐに SOS ができるようにすべきだ。 

●子どもが小さい時（言葉が通じない 1 から２歳）には、言って分からない時は、たまに手を上

げる事があった。それは、命の危険や人に害を与える様な時に、悪い場所（手や足）をパチ

ンとする程度だ。人によっては、何かにつけて『しつけ』だと頭を叩くせいで、近くで大人が手

を上げて伸びをするだけで、ビクッとなる子がいて、それはやりすぎなのでは？と思う。忠告し

ても『しつけだから』と言われると、他人の家庭に口をはさめない。している人は虐待だと思わ

ないのだろう。『しつけと虐待の違い』ＤＶＤみたいなのを出産時に見せたりしたら良いのでは

ないか？講習会や集いみたいなのは、実際に虐待や虐待まがいな人は、私は関係ない！

と行かないと思う。だから必ず見る機会をつくるとしたら出産の時だと思う。 

●欧米のような対応を目指す。みんなで注意し、見守り、育てるような対応を行う必要があ

る。 

●精神的に未熟な親を早期にサポートするために、参加しやすいサークルや交流の場を設

け、孤独感や精神的圧迫感を感じにくい環境づくりをしてほしい。場や機会を一方的につく

っても、虐待する親は自主的には参加しない。ひとりよがりな行政の取組では絶対に虐待は

減らないと思う。 

●子育てを母親一人だけのものとせず、みんなで育てていく環境が必要だ。 

●親が小さいころに虐待を受けたせいだ、などと親を擁護する意見も多いが、虐待する親は

絶対的に悪いと思う。厳罰化するなり、子どもを持つ状況にある夫婦かどうかを産む前に見

極めるカウンセリングを義務付けるなど、何か子どもが生まれる前に対策を打つべきだ。 

●虐待の通報はしにくい。 

●子どもが自身で相談や助けを求めやすい環境も大事だと思う。 

●もっと関係機関が綿密な連携を取るべきだ。 

●お母さんと話をする機会を増やす必要がある。 

●子育てをしていれば誰にでもイライラしたり、子どもに当たりたくなることはあると思う。自分が

一人でないこと、自分と同じ悩みの人が沢山いるということが分かるだけでも楽になると思

う。 

 

 

＜ 女性 ４０～５９歳 ＞ 

 

●虐待が感じられた時に通報しやすいようにもっと知られたらいいのにと思う。 

●地域でも子育てに関する集会等をやっているが、それが虐待防止のために開かれていると

か虐待防止に繋がるのかがわからない。集会内容（虐待防止）をもっとアピールして問題の
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大きさを分かった方が良いと思う。４月に保育園に入園したばかりなので私が知らないだけ

かもしれないが、保育園、幼稚園、学校の保護者が集まる機会に年１回でも専門家を招い

て話を聞くような場を設けたらよいと思う。 

●虐待の事実がわかりにくいケースもあると思うので、専門機関でフォローしてほしい。 

●近所の交友や、回覧板などを通じて、「一人じゃない」という事をもっと知らせることが大事

だと思う。 

●親自身が虐待を分からなければ、自分自身が虐待をしていると気がつかないのではない

かと思う。 

●自分では知らないうちにしているかもしれず、第三者からの意見や助言が大切だと思う。特

に赤ちゃんは会話ができずに親もストレスをためこみやすいので注意が必要だ。 

●少子高齢化に加え、核家族が増えていく中でおじいちゃん、おばあちゃんの知恵や助けな

どが重要なのではないか。子どもにも、親にも逃げ場は必要だ。自分のおじいちゃん、おばあ

ちゃんじゃなくても、せっかく高齢の方が沢山いるのだから、役所などで雇って保育園とは違

う子どもの預かり場みたいな場所をつくってもよいのでは？講演会なども大事かもしれない

が、実際に体や心を休める事も大事だと思う。私はおじいちゃん、おばあちゃんに沢山助け

られているし、子ども達も息抜きになって私達夫婦の息抜きにもなってとても良いと思う。感

謝の気持ちも持てるし、その気持ちが子ども達にも通じていると思う。人生の大先輩ですか

ら色々勉強にもなる。私の子どもが卒業した小学校では土曜日などにフレンズパークと称し

て、学校を開放して子ども達が自由にボランティアのおじいちゃん、おばあちゃんや、地元の

大学生などと体を動かしたり、囲碁将棋、読み聞かせなどで触れあい、よい交流の場にな

っている。新しい友達もできたりして親ももちろん参加できる。親も交流できておしゃべりする

事でストレス発散にもなる。 

●子育て世代への心理的ケアの充実が必要だ。 

●虐待している親というのはいい人ぶっている人が多いと思うので、見つけるのは大変なのか

もしれない。 

●近所では「あの家って・・・。」との話題にはなるが、実際に私は通報した事がない。子育て

していない人間に何がわかる？と言われてしまえば、返せない。 

●教育なのか虐待なのか正直わからないこともある。 

●義父からの虐待も多いと思う。母親は夫よりも子どもを守るべきだと思う。 

●担当役人が激務にならないように、余裕をもって仕事できる環境が大事だと思う。 

●私も経験したが、母と子が孤立するのがよくない。転勤先など、周りに頼れる人がいない場

合には、孤立してしまい、はじめての子育てだとかなりのストレスになる。幸い、わたしは勇気

をだしてベビーサークルに参加したことにより、人とのつながりがもて、虐待せずにすんだ。そ

ういう場に参加できる環境をつくるべきである。 

●保護者自身の問題であり、一時的なものではないので、保護したら同じ環境に返してはい

けない。 

●児童虐待は女性（母親）よりも、男性（父親）のほうを教育したほうがいい。性交・結婚・子

どもを持つということの責任を男性が自覚してくれれば改善されることが多いと思う。 

●ある母子家庭のネグレクトを聞いて、小学校の担任に話したことがある。市町村単位だと、

すぐ聞いてもらうのには二の足を踏む人が多いのかもしれない。学校単位で窓口の先生な

り地域の人がいると助かるのかもれない。 

●現代は核家族化の増加等、子育てが親だけに委ねられている感じがする。子育ては、親

のみならず、祖父母、学校、地域全体で行うことが大切だ。 

●親が子どもにかかりきりになるせいではないか。親の余裕がありすぎる。自分の生活している
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地域では、両親の共働きが当たり前で、わりと子どもたちをほっておいたが、今のような状況

はなかった。 

●親が相談しやすい環境づくりが大切だ。 

●毎日 24 時間べったりの子育てでは息が詰まってしまう。そんな時、どこかに預ける所（人）

があれば少しは減るのではないかと思う。 

●虐待は犯罪だという認識を広く知らせなければいけない。 

●子どもが欲しくない、生理的に子どもが嫌いなどの理由がある人も、少子化問題などで社

会が子どもをもたない選択を持ちにくくしていると思う。どうがんばっても不向きな人もいるか

ら、無理に強いることはしないで、その分欲しい人が何人も子どもを産めるように支援してい

けばいい。 

●結婚、出産前にいかに子育てが大変かを周知させ、子どもを減らす。軽い気持ちで出産し

すぎだ。少子化は大賛成だ。 

●孤独、ひきこもり、周りとの接触がない人は外に出る機会、人に触れる環境を整えることが

大事なのではないか。 

●夫が何も家のことをしないで自分のことばかりしている姿を見ると頭にきて、言うことを聞か

ない子どものことをいらついた気持ちで応対してしまうことがある。夫の思いやりが一番効果

大だと思う。それから、育児指導や育児書などで、こうしましょう、ああしましょうと指示してあ

る場合、その通りにならないと、母親である自分がいけないのだと思ってしまう。あまり、お手

本のようになどという育児法を与えないでほしい。しかし、育て方は教わってこなくて知らない

ので、だれか教えてくれる人がほしい。母親に対してのフォローもないままに虐待防止だ、虐

待を見たら連絡して、では解決にならない。 

●自分自身も障害児の親であり、言葉の虐待をしてしまうことがある。親友に話をして癒され

るところが多々あり、相談できる、話をできるというのはとても大きなことだと思う。 

●悲惨なニュースを見る度に虐待が無くなれば良いと思っている。 

●夫婦喧嘩は見せないようにすることが必要だ。 

●核家族が主体となっている今日、おじいちゃんやおばあちゃんが一緒に子どもを見てくれる

環境がないことも一因だと思う。または学校や保育園などで、親であってもやってはいけない

ことがあること、そのことを他の人に訴えたとしても自分に不利益なことはないことを子どもた

ちに教えてあげる機会をもつようにする。そして、教師であれ誰であれ、子どもたちが本当に

信頼できて安心して話をできる人を誰か一人でももつことができれば良いのではないかと思

う。 

●児童相談所の権限をもっと広げ、親が拒否しても子どもを守る体制をつくってほしい。 そ

れで子どもの命が救えると思う。 

●児童虐待をして保護した子どもはその後親には返さないほうがよいと思う。子どもは親を選

べない。子どもは誰に育てられたかというより、環境がよいほうが子どもにとっては幸せだと思

う。 

●最近は若いシングルマザーが増えていて、その交際相手による虐待が問題になっていると

思います。母親の人生も大事だけれど、子どもの人生に責任を持てるように気持ちを持っ

ていけないかといつも思います。もっと母親としての自覚を持てるような母親塾のようなもの

を、しょっちゅう開催できたら良いのではないかと思います。 

●母親が孤立しないような仲間づくりが必要だ。 

●身近に起こっていないので何とも言えませんが、一度虐待され、保護したら最後まで保護

してほしいです。途中で、帰すことのないようにしてほしい。 

●虐待になるかならないか紙一重で、ほとんどの人が一歩手前で踏みとどまっていると思う。



 38

そんな時は、身内や親しい人に言えなくて内に秘めてしまう。他人の相談員が、月一回必

ず部屋に入って話を聞くなど機会をつくったらよいと思う。 

●難しい問題なので行政に対応を委ねるしかないように思う。周りの人間も勇気を持って通

告するよう働きかけることも大事だと思う。 

●子育て中に自分でも虐待かと思う時がありますが、相談する人がいたりするのでどうにか防

止できていると思っている。もっと気軽に相談できると良いと思う。 

●教育で周知徹底する必要がある。 

●しつけと虐待の線引きが難しいケースもあるし、どの家庭でも起こり得る可能性はあるので、

地域の皆で子育てをしていくというくらいの気持ちが大切だと思う。 

●一概には言えないが、共働きの家庭が増え、特に忙しい母親が自分目一杯でゆとりがなく

子どもにあたり虐待に及ぶケースもある。子育てを終えたお母さんたちのサポートも必要だと

思う。 

●社会全体で援助できる方法が望ましいと考える。 

●悩める保護者の相談窓口が必要だ。友達や親族が近くにいなくて相談相手がほしい人に

救いの手を差し伸べてほしい。 

●虐待をしている人は、根本的な原因をもっていると思うので、なかなか治らないと思う。親と

子どもを離して、子どもを守るのが一番良いように思うが、そのような法的なものをつくっても

らいたい。 

●子どもは宝だ。親だけでなく地域（国）皆で育てるという意識を持つことが大切だ。 

 

 

＜ 女性 ６０～７９歳 ＞ 

 

●児童相談所にもう少し権限を与えたほうがいい。警察の介入も場合によってはあってもい

い。 

●自分の身の回りに起こっていないのであまり実感がわかない。 

●夫婦円満が第一だと思う。私は自分で産んだ子どもを虐待することが信じられない。 

●子育て中の親を集めて子育て教育をする。今の若い親は子どもを育てる親としての意識よ

りも、男や女の意識の方が強いように感じる。 

●現代は大人も子どもも人間関係が希薄になっていると思う。小さいころからの人と関わる育

児が大事だと思う。 

●親（父母）の精神年齢が幼稚である。子どもが子どもを育てている感じである。 

●あまり法律などにとらわれず迅速に対応してほしい。 

●子育て世代の大人がアメリカ食で育ち、コンビニやファーストフードを好み、些細なことでキレ

やすくなっている。家族そろって手づくりの日本食を摂れるような世の中になれば、穏やかな

気持ちになり、児童虐待や犯罪が少なくなると思う。 

●子どもを育てる人が孤立しないように、まず夫が妻を助けてあげてほしい。また、近所の人が

通報するときには、誰が通報したかなどの情報源を言わない、などの配慮をしてほしい。 

●近隣の日ごろからの関係を良くする必要がある。 

●現在の社会の仕組みや不況等不安要因が多くあり、また過去からの家族関係等根の深い

ものなので、児童虐待は特効薬的な有効な手立てはないと思われるが、社会としてできるこ

とやもっと地域で子どもを育てる等個人の意識を変えること、行政機関はネットワークを密に

してどんな場合でも臨機応変に対応すること、悩みを抱えた人が相談しやすい体制を整える

ことが必要だと思う。私は目的が虐待だけではないが、誰でも気軽に相談できるよう精神科
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のホームドクターがあると良いと思う。 

●通報した者も徹底的に守っていただかないと怖い。 

●虐待は絶対にしてはいけない。 

●地域みんなで児童を見守りたい。 

●児童虐待をしている人が虐待をしているという認識がないこと、それに対しては指導をしてい

く必要がある。 

●地域での見守りが必要だと思う。 

●例えば、気楽に子どもを預けられる施設・場所があり、１時間か２時間程度、自分の時間が

持てリフレッシュできるようにするなど、母親を育児から解放してあげられる環境をつくることが

必要だ。 

●今の親が甘やかされ不自由なく生活できたのと、核家族が原因として大きいと思う。地域に

保育園や幼稚園に上がる前の家庭の親子で集まって話したり遊ぶことができる場所（町内

会館）があればよいのではないか。 

●大切な命を守るという観点から、おせっかい精神も大切だと思う。見逃さず、早め早めに行

動するようにする。担当の方々の苦労もわかるが、みんなで知恵を出し合いながら守っていき

たい。 

●母が、私と弟を貧しい生活の中であっても、貧しさを感じさせなく育ててくれた事に感謝して

いる。私たちが鈍感だったのかなとも思うが、私に負担をかけないで溢れる愛情を持って見

守っていたと今は思える。子どもの時は何も差別、愛情不足とは感じていなかった。今思えば

経済的に最低の生活でもとても楽しい時代だった。そう思えるのは、母の愛情が一番だった

と思い感謝の気持ちでいっぱいだ。 

●親がするように子どももすると思う。その連鎖にならないよう親の教育が必要だと思う。 

●まずは昔みたいに隣近所の交流が大事だと思う。それと自分は一人じゃないと思うことが必

要だ。 

●連絡を受けても、しつけだからと言われて、なかなかその家庭に入っていけず、結果として子

どもが亡くなっている。もっと、すぐに子どもを保護する方法が取れないか。また、一時的に保

護しても親元に帰ったせいで悲しい結果となることが多々ある。何か良い方法がないのか。 

●今までは虐待というと、若年層の親のイメージがあったが、よしあしの分別がつく経験豊富な

30、40 代の虐待が増えていると思う。連れ子を虐待するニュースが多い。 

●子どもは親の所有物ではないので世の中みんなで育てる意識が必要だ。 

●親子を孤立させないこと。地域の皆で子育てをする。 

●子育ては忍耐という場合も有るが、常に誰か支えてくれる人が居る事によって軽減される事

も大きい。家族や周囲の誰でも良いと思うので話のできる立場の人がいてくれたら良いのでは

ないかと思う。 

●子どもを親の感情のはけ口にしてはいけないと思う。 

●私は子どもがもう成年で、また孫もいないので、身近な小さい子どもに縁がないが、報道を見

たりすると胸が痛くなる。子どもが欲しい人には恵まれず、せっかく恵まれて生まれたのに、子

どもをこういう状態にする。うまくいかない。もし子どもを自分の手で育てられないと思ったら、

その感情を恥ずかしいと思わず、誰でもいいから相談する。子どもは虐待されるために生まれ

てきたのではないと切に思う。 

●児童相談所の権限の拡大が必要だ。 

●今、子育て中の母親たちで、仕事をしている人は保育園に預けているから目が届くけれど、

家にいる母親たちが人との関わりを好まない風潮がある。もっと外へ出てほしいと願っている。 

●少子化の中、子どもたちが危険にさらされているとしたら、日本にとって大きな問題だ。 
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●いくら近所や周りの人が気をつけても関係機関（公務員）の事なかれ主義が改められない

限り防ぐことはできない。一番必要なのは関係機関の教育だ。 

●親も子も集まる機会が多くあると良いと思う。 

●外からは見えないので、判断のしようがない。 

●近所、お隣さん同士の交流などが必要だ。 

●子育てのことで人に話せない問題などがあって困ったときに、気軽に電話相談ができる電話

番号をはっきりさせること。親のストレスを取り除く、和らげることが必要ではないだろうか。 

●自分の子どもを虐待なんて考えられない。かわいそうだ。 

●隣近所で注意し、注視しあうことが必要だ。 

●地域に市民が集う場所があり、そこで子どもたちが遊べる場所や、手軽に相談できる場所を

つくる必要がある。 

●虐待としつけの境が分からない。しつけを教えない親が多い。 

●地域および近所との交流、日ごろの言葉かけも大事だと思う。 

●地域での連携が大切だと思う。 

●他人が、しつけか虐待かを見極める事はむずかしい。 

●孫がどうしても泣きやまずたたいたりしたことがあった。非常に後悔している。 

●幼児の時期から命の大切さを教える環境づくりが必要だ。 

●これからの大切な子どもたちのため父親と母親がもっと自覚をもってほしいと思う。 
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Ⅲ 付録 

 

１．単純集計表 

 

 

性別
単一回答 回答数 ％

1 男性 156 50.0

2 女性 156 50.0

サンプル数（％ベース） 312 100.0

年代
単一回答 回答数 ％

1 男性/20-39才 47 15.1

2 男性/40-59才 55 17.6
3 男性/60-79才 54 17.3

4 女性/20-39才 47 15.1

5 女性/40-59才 54 17.3
6 女性/60-79才 55 17.6

サンプル数（％ベース） 312 100.0

あなたは、子育て（家庭で自分の子ど
もまたは孫の面倒をみる等）の経験が

ありますか。

※本アンケート内では、子育ての対象
となるお子様の年齢を0歳から18歳未

満とします。
単一回答 回答数 ％

1 現在、子育て中 75 24.0

2
過去に子育ての経験がある（現在は子育

てをしていない）
122 39.1

3 子育ての経験は一度もない 115 36.9

サンプル数（％ベース） 312 100.0

「児童虐待の防止等に関する法律」（以

下、児童虐待防止法）では、
子ども（18歳未満）の保護者がその子

どもを虐待することを「児童虐待」とい

います。

あなたは、次のようなことが、児童虐待
に当たることを知っていますか。知って

いるものをすべて選んでください。
複数回答 回答数 ％

1 なぐる、蹴るなど（身体的虐待） 296 94.9

2
食事を与えない、家に閉じ込めるなど（養

育の怠慢・拒否＝ネグレクト）
297 95.2

3
言葉による脅迫、無視、暴力行為を見せる
など（心理的虐待）

282 90.4

4
性的行為の強要、性器や性交を見せるな

ど（性的虐待）
286 91.7

5 上記が児童虐待に当たるとは知らなかった 6 1.9

サンプル数（％ベース） 312 100.0

Q1

Q2
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 あなたは、児童虐待相談の窓口として
児童相談所の他に、市町村役場が窓

口になっていることを知っていますか。
単一回答 回答数 ％

1 知っている 178 57.1
2 知らない 134 42.9

サンプル数（％ベース） 312 100.0

児童虐待防止法では、児童虐待が疑

われる場合、

市町村役場または児童相談所に通告

（相談）することが国民の義務とされて
います。

(※通告しない場合の罰則規定はあり

ません。)

あなたは、このことを知っていますか。
単一回答 回答数 ％

1 知っている 192 61.5

2 知らない 120 38.5

サンプル数（％ベース） 312 100.0

今後、あなたの身近で児童虐待を疑わ

れる家庭があった場合、
市町村役場や児童相談所に通告(相

談)をしますか。
単一回答 回答数 ％

1 する 198 63.5

2 しない 3 1.0

3 わからない 111 35.6

サンプル数（％ベース） 312 100.0

市町村役場や児童相談所に児童虐待

について通告(相談)を
「しない」あるいは「わからない」とお答

えになったのはどのような理由からで

すか。

あてはまるものをすべて選んでくださ
い。
複数回答 回答数 ％

1 面倒なことにかかわりたくない 25 21.9

2
児童虐待を疑ってよいのかどうかわからな
い

90 78.9

3 通告先がわからない 11 9.6

4
通告した後、どのように対応されるかわか
らない

31 27.2

5
通告した後、そのことが周囲に知られてト

ラブルになることが心配
50 43.9

6 その他 4 3.5

サンプル数（％ベース） 114 100.0

Q3

Q4

Q5

Q6
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「オレンジリボン(※)」が、児童虐待防

止のシンボルマークであることを知って
いますか。

※オレンジリボンとは
　 2004年栃木県で起きた児童虐待事

件をきっかけに、

　 子ども達の太陽のような明るい未来

を願って作られたオレンジ色のリボン
単一回答 回答数 ％

1 知っている 26 8.3

2

オレンジリボンは知っているが「児童虐待

防止」のシンボルマークであることは知らな
かった

29 9.3

3 知らない 257 82.4

サンプル数（％ベース） 312 100.0

児童虐待の防止策として、県や市町村

では、以下のような取組を行っていま

す。

知っているものをすべて選んでくださ
い。

※ＮＰ（Nobody’s　Perfect）プログラ

ムとは
　 子育て中の親を対象としたカナダ保

健省が開発したプログラム。

　 10名前後のグループで週1回（保育

つき）の講座を6～10回連続で行う。
複数回答 回答数 ％

1
地域での子育て支援講座（ＮＰプログラム

(※)）
57 18.3

2 児童虐待防止に関する講演会・講習会 68 21.8
3 子育てに関する講演会・講習会 95 30.4

4 保護者同士の交流会 40 12.8

5 オレンジリボンパネル展 14 4.5
6 児童虐待防止に関する広報啓発 59 18.9

7 児童虐待に関する相談先（通告先）の周知 58 18.6

8
その他の県や市町村の児童虐待防止の取

組
1 0.3

9
県や市町村の児童虐待防止の取組につい

て知らなかった
174 55.8

サンプル数（％ベース） 312 100.0

県や市町村の児童虐待防止の取組を

どのように知りましたか。

あてはまるものをすべて選んでくださ

い。
複数回答 回答数 ％

1 知人等に誘われて 7 5.1

2 ホームページを見て 19 13.8

3 新聞を見て 48 34.8
4 掲示物（ポスター等）を見て 56 40.6

5 配布物（チラシ等）を見て 57 41.3

6 テレビを見て 41 29.7

7 その他 7 5.1

サンプル数（％ベース） 138 100.0

Q7

Q8

Q9
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児童虐待が起こる背景として、次のよう

な原因があると考えられています。
あなたはどの原因が大きいと考えます

か。3つ以内で選んでください。
複数回答 回答数 ％

1 家庭内不和 177 56.7

2 保護者自身の病気、悩み、ストレスなど 167 53.5

3 経済的な問題 89 28.5

4 保護者自身が虐待を受けた経験 149 47.8

5
相談相手や支援してくれる人がいない孤立

状況
144 46.2

6 子どもの発育や発達に関する悩み 57 18.3
7 保護者の育児知識不足 62 19.9

8 その他 12 3.8

9 わからない 13 4.2

サンプル数（％ベース） 312 100.0

児童虐待を防止するために、次のよう

な取組が考えられます。

あなたが効果的だと思う取組について、
3つ以内で選んでください。
複数回答 回答数 ％

1 児童虐待防止に関する知識の普及・啓発 106 34.0

2
子育てに関する知識や助言が得られる講

座や講習会の実施
86 27.6

3
子育てをしている人が困ったときの相談先

の周知
220 70.5

4
第三者が児童虐待を発見した場合の相談

先の周知
145 46.5

5 親子で集える機会・場の設定 82 26.3
6 保護者同士が集える機会・場の設定 84 26.9

7 関係機関のネットワークの強化 68 21.8

8 その他 11 3.5

9 わからない 17 5.4

サンプル数（％ベース） 312 100.0

Q11

Q10
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